



























































































































































































8要素程度挙げる。そして各要素について、競合を 3としたときの分析対象を 0～5の 6
段階の相対評価をする。ここで、① 4以上の数字の平均が 4.5以上、② 2以下の数字の平




























とで比較した結果である。BOSを行った企業は 7社中 4社と 57.14％であるのに対して、






業の方が 3.21％高く、4年目は BOSを行った企業の方が 3.33％高くなることが分かった。
営業利益において、2つの結果が明らかになった。1つ目は、1年目から 4年目までで
数値が減少した企業数について、BOSを行った企業と行っていない企業とで比較した結
果である。BOSを行った企業は 7社中 3社と 42.86％であるのに対して、BOSを行ってい
ない企業は 16社中 9社と 56.25％であることが分かった。2つ目は、1年目と 4年目の平
均の数値を出し、BOSを行った企業と行っていない企業で差異を比較した結果である。
BOSを行った企業の 1年目の平均営業利益は約 1億 9570万円、4年目は約 3億 2335万円
であり、約 1億 2765万円増加した。一方で、BOSを行っていない企業の 1年目の平均営




BOSを行った企業は 6社中 5社と 83.33％であるのに対して、BOSを行っていない企業は
16社中 11社と 68.75％であることが分かった。2つ目は、1年目と 4年目の平均の数値を
出し、BOSを行った企業と行っていない企業で差異を比較した結果である。BOSを行っ
た企業は 1年目の平均 ROAが 10.03％、4年目は 5.16％であり、4.87％減少した。一方




BOSを行った企業は 6社中 5社と 83.33％であるのに対して、BOSを行っていない企業は
16社中 8社と 50.00％であることが分かった。2つ目は、1年目と 4年目の平均の数値を
出し、BOSを行った企業と行っていない企業で差異を比較した結果である。BOSを行っ
















表 2　1年目、4年目、1年目から 4年目の売上高営業利益率・ROA・ROEの T検定
t─検定：等分散を仮定した 2標本による検定
売上高営業利益率 ROA ROE
1年目から 4年目 変数 1 変数 2 変数 1 変数 2 変数 1 変数 2
平均 －2.229 －2.099 －3.230 －4.870 －3.259 －14.524
分散 74.486 99.080 47.642 63.995 268.967 364.519
観測数 16 7 16 6 16 6
t －0.032 0.476 1.375
P（T＜＝t）両側 0.975 0.639 0.184
t境界値　両側 2.080 2.086 2.086
1年目
平均 9.544 12.753 6.646 10.030 16.342 18.312
分散 96.812 178.061 23.413 10.913 143.183 107.610
観測数 16 7 16 6 16 6
t －0.646 －1.569 －0.355
P（T＜＝t）両側 0.525 0.132 0.726
t境界値　両側 2.080 2.086 2.086
4年目
平均 7.315 10.654 3.416 5.161 13.084 3.788
分散 51.311 60.909 28.299 89.369 361.157 258.490
観測数 16 7 16 6 16 6
t －1.002 －0.552 1.060
P（T＜＝t）両側 0.328 0.587 0.302
t境界値　両側 2.080 2.086 2.086
出所：対象データに基づき筆者作成
 ベンチャー企業によるブルーオーシャン戦略の実施は効果があるか 273




から 4年目までで 7社中 4社と 57.14％の企業が減少したということである。これは、持
続的優位性を確保し続ける確率が高くないことを示している。3点目は、ROAの平均が 1














年目は BOSを行った企業の方が 3.21％も高いことだ。2つ目は、ROAの 1年目は BOS




少した ROAの数値の平均が BOSを行った企業の方が 1.64％も大きいことだ。2つ目は、









　① 　B to C企業に限定した分析をしたことについて、本研究で扱った企業は客観的視
点を取り入れる目的として、バリューイノベーションの顧客価値上昇と低コストに
ついてアンケートを実施した。そのため、B to C企業に限定し調査を行ったことに













































































［15］Alam, Samsul, and Islam, Mohammad Tariqul（2017）“Impact of Blue Ocean Strategy on 
Organizational Performance: A Literature Review Toward Implementation Logic”, Journal of Business 
and Management, Volume 19: 01─19
［16］Barney, Jay B.（1986）“Strategic Factor Markets: Expectations, Luck, and Business Strategy” 
Management Science. Vol. 32, No. 10: 1231─1241
［17］Kampa, Josmael Roberto, Cziulik, Carlos, and Estoriio, Carla（2013）“A critical analysis on the Blue 
Ocean Strategy and an approach for its integration into the Product Development Process” Product 
Management & Development. Vol. 10, No. 2: 79─86
［18］Kim, W. Chan, and Mauborgne, Renee（2015）Blue Ocean Strategy, Expanded Edition: How to Create 
Uncontested Market Space and Make the Competition Irrelevant, Harvard Business Review Press
［19］Ng, Alex, Lau Dominic, and Ismail, Wan Khairuzzaman Wan（2011）“Blue Ocean Strategy: A 
Preliminary Literature Review and Research Questions” Australian Journal of Basic and Applied 
Sciences. 5: 86─91
［20］Shafiq, Muhammad, Tasmin, Rosmaini, Takala, Josu, Qureshi, Muhammad Imran, and Rashid, 
Mehwish（2017）“Relationship of Blue Ocean Strategy and Innovation Performance, an Empirical 
Study”, City University Research Journal, 74─80.
［21］Wernerfelt, Birger（1984）“A Resource-Based View of the Firm” Strategic Management Journal. 
Vol. 5, No. 2: 171─180
［22］Wiggins, R. R. and Ruefli, T. W.（2002）“Sustained Competitive Advantage: Temporal Dynamics and 
the Incidence and Persistence of Superior Economic Performance” Organization Science, Vol. 13: 81
─105
